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放 射 性 成 分 含 有 水 の 処 理 方 法  
 

鎌田バイオ・エンジニアリング株式会社 
 
 
１．装置概要  

近年、各々の水処理施設において、高度に処理された水質が要求されております。こ

のような要求に対して、従来からの高度処理システムとして、凝集沈殿池→砂ろ過器

→活性炭吸着塔→ＵＦ（ＭＦ）膜の組合せ処理が一般的に知られており、この発展型

として、放射性含有水処理としてのゼオライト・ろ過・活性炭処理が考えられている

と考えます。鎌田バイオでは従来型のシステムを簡素化し、一つの高速繊維凝集ろ過

装置として処理できるシステムを開発しております。この処理システムは磁性体凝集

剤の添加物質を変えることで、いかなる目的水質に対しても、フレキシブルに対応す

ることが可能で、放射性含有汚水に対しても十分な処理能力を発揮すると考えます。 
 
 

２．高速繊維ろ過システムの原理（高速凝集ろ過） 

高速凝集繊維ろ過システムの原理は、充填ろ過器内に充填する、砂、アンスラサイト、

活性炭、ゼオライトの代わりに繊維ろ材を充填することで、目的処理原水を超高速

「1,000ｍ/日～1,500ｍ/日」で通水することで確実に大量の処理水から SS 成分、溶解

成分を除去することが可能となります。又、逆洗浄時には、圧密された繊維がろ過器

内の圧力を降下させることで膨張状態となり、短時間で、洗浄水量も少量で確実にろ

材を洗浄再生することでろ過機能を回復させることが可能となります。 
放射性物質（ヨウ素、セシウム）等の成分を高速凝集ろ過処理できる原理は、システ

ム流入原水配管ラインにディスペンサーを設置し、当社が開発した特殊磁性体（粉末）

凝集剤を間欠注入することで、ろ過器内に充填されている繊維ろ材の突起部分に原水

に含有する放射性微粒子成分をアパタイト付着することで、磁性体凝集剤に添加され

ているゼオライト吸着性能を向上させ、又、繊維状活性炭のミクロボア部分の吸着能

力を高めることが可能となります。 
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３．高速繊維ろ過システムの特徴  

① システム充填ろ材からの特徴 

本システムで使用する繊維ろ材は、活性炭繊維「ユニチカアドール」をベースに各

種加工を施した多様な形状の生物処理担体充填ろ過材で、形状は外形８㎜、長さ１

０㎜の六葉状のチップで、微粒子ＳＳ成分、溶解成分を捕捉することが可能となる

ことを特徴としています。 

 空隙率が多いことで通水時の圧力損失が非常に小さく、捕捉したＳＳ成分はペレ

ット状となって繊維部分に付着することで目詰まりを起こしにくなります。 
 ろ過速度は 400ｍ/日～1,500ｍ/日が可能であり、システムが小型化でき、又、イニ

シャルコスト、ランニングコストをで低減することが可能で、プラント製造工程、

組立工程を短縮させることができます。 
 繊維充填ろ層床のＳＳ補足量は非常に大きい数値となります。 
  凝集ろ過・・・・・12kg－SS/㎡ 

② 磁性体凝集剤 

本システムで使用する特殊磁性体凝集剤は下記の特徴を有しています。 

 本磁性体凝集剤は無機系凝集剤と有機系凝集剤の両機能を併せ持ちます。 
 磁性体の働きによって、従来の無機・有機系の凝集剤の持つ欠点をカバーし、強

固で沈降性のよいペレット状のフロックを形成（生成）することができます。 
 磁性体水処理剤には、主成分となる磁鉄粉、カルシウム成分、高分子凝集剤以外

に目的とする原水成分除去可能な物質（粉体成分）を混合することで目的成分

を確実に除去することが可能となります。 
放射性成分除去には、セシウム除去…ゼオライト粉末、ヨウ素除去…微粉炭を

混合することで効率的に除去することが可能となります。 

 
磁 性 体 凝 集 剤
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４．システムフロー図  
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ろ過圧力の確保方法・・・重力式（開放型） 
            圧力式（密閉型） 

 処理水の流水方式 ・・・下向流、上向流 
            水平流、混合型 

 充填ろ材の運動性 ・・・固定床型、流動床型 

※ 本システムで使用する繊維ろ材は見かけ密度が約 90～100kg/㎥と小さ

く、真密度は 1.5～1.8 と水より重い為に乾燥状態では水に浮きますが、

繊維空隙間に水分が充満すると沈降性を有するろ材であることでろ過

方式は下向流圧力密閉方式となります。 
 

処理目的に適応する 
凝 集 剤 間 欠 注 入 

原 水 SS 除去ストレーナ

高速凝集生物ろ過処 理 水 槽 

処理確認水槽 
空洗ブロワー 

S S 分 離 器汚 泥 処 分

分離水 
各種含有成分 

リターン水 

逆洗浄水 

流 入 

ＡＰ

Ｐ
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 繊維ろ材の物理、化学的性質 

外観 繊維状 
真密度 １．５～１．８ｇ／ｃｍ3 

繊維径 ７～１８μｍ 
比表面積 ７００～２５００㎡／ｇ 
平均細孔径（ｗ １．６～２．３ｎｍ 
累積細孔容積 ０．３～１．４ｃｍ3／ｇ 
引張強度 ０．１０～０．２５ＧＰa 
引火点 無 
酸化開始温度 ４６０℃ 
臭気 無臭 
溶融・収縮性 無 
難燃性 優 
耐薬品性 耐酸（酸化性の酸を除く）、耐アルカリ性、耐有機溶剤性 

 
 フローの確認 

【Ⅰ】重力式下向流（固定床）       【Ⅱ】圧力式下向流（固定床） 
   開放型                 

 
・ろ過速度 LV＝1,200m/日～1,500m/日 
・圧力損失ΔP＝0.1～1.5m 
・SS 捕捉量：6～7Kg･-ss/m2 ― ろ床 
・空気、水洗浄のバッチ洗浄方式(約 3 回繰り返し) 
 ※水質によっては１回の洗浄でも十分に洗浄可能。 
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 逆洗工程フロー 

 

 

 超高速凝集繊維ろ過システムの性能 

項目 ろ過システム KBE 超高速凝集繊維ろ過器 

ろ過速度ＬＶ 600m/日（MAX800m/日） 

ろ過器圧力損失 0.2～2.0mH 

ろ床の SS 補足量 12kg－SS/㎡－ろ床 

ろ過水量に対して１回の

逆洗浄水量 
1～2％回 

ろ過処理水の SS 除去率 1mg/Ｌ以下 

SS 除去率 80～95％ 

イニシャルコスト 

(単位水量当り比) 
60～80％ 

設置スペース  

(単位水量当り比) 
1/2 

維持管理費   

(単位水量当り比) 
60％ 

ろ過工程 逆洗工程

※水質によってろ材洗浄回数は異なります。
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 放射性物質を除去できる理由 

(1) ヨウ素・セシウムの除去できる理由 
①の芯材となる繊維ろ過の廻りに磁性体水処理剤が②アパタイト的に付 着

して、あたかも粘着性のあるＵＦ膜となり、微細粒 SS 成分をカットします。 

※ゼオライト、磁鉄粉のフロック 

がアパタイト的に付着する。 

が 

 

 

 
(2) 処理水をろ紙でろ過した後のろ紙状況 

 
 

     
 

 

 繊維ろ過システム SS 除去粒度組織（ＬＶ＝５００ｍ/日データ） 

  
 

繊維ろ材（アパタイト） 実 験 写 真 
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 ノルマヘキサン抽出除去例 

 ノルマヘキサン抽出物接触式生物膜処理のメカニズム 
 ①微細粒油脂成分エマルジョンフロックの除去 

 

②油脂分生物分解メカニズム 

  
 
 

 ノルマヘキサン抽出物除去データ 

   
 
 

 参考図 

 ＬＶ＝８００ｍ／日 
 処理水量：１２，０００㎥／日 
 凝集剤 ：ゼオライト含有磁性体凝集剤 
 充填ろ材：セラミックス ＋ 繊維状活性炭 

①キャノラー油 ②酸化鉱物油(ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ) 

捕捉されたペレット状フロック 
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